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上島の歴史、島おこし協力隊活動報告

飛躍する地域学

豊かに暮らした１年

近年、日本の各地で地域学の振興
に積極的に取り組む自治体や研究・
教育機関、NPO、地域住民等が増
えています。その地域学の代表的な
ものに「東北学」「山形学」「江戸東
京学」、そして、地元の「愛媛学」、
お隣の「尾道学」が挙げられます。
また、「群馬学」を提唱している群
馬県では、一郷一学運動として市町
村単位での地域学が多く見られま
す。特に、近代技術による日本初の
本格的製糸工場となった富岡製糸場
が所在する富岡市では、世界遺産へ
の登録を契機に「富岡学」の活動が
活発化しています。地方創生とあい
まって、地域学は今後も各地で推進
されることでしょう。

このように、地域学の対象とする
地域には空間的な制約がなく、市町
村といった基礎自治体よりもさらに
小さな地域での取り組みも考えられ
ます。元来、地域学とは、特定の地
域について、人文科学、社会科学、

自然科学的な側面から研究する学問
であり、学際的なものです。地域学
の大きな特徴は、その多様性なので
す。

前述した各地の地域学には、純粋
な学問の要素に加え、生涯学習の要
素が含まれています。地域を学ぶと
いうことは、地域の資源や誇りを見
つけることであり、地域の課題を知
ることでもあります。それは、人が
よりよく生きるために、日々の生活
から見直すことと同じことです。そ
して、地域学の成果は、魅力的で活
力ある地域づくりの第一歩となるの
です。

かつて、考古学者の森浩一は、「考
古学は地域を元気にする」という言
葉を遺しました。考古学のみならず、
地域を元気にする地域学を構成する
分野は無数にあります。それは、地
域学が親しみやすく開かれた「学」
であることを表しています。

冬本番の２月ですね。上島町民にな
り１年５か月が経ちました大西です。
広報の原稿やFacebook、上島町島お
こし協力隊のブログを読み返し、１年
前はこんなことがあったなあ、と思い
返しています。たった１年、と思われ
るかもしれませんが、こうしてこの地
で豊かに暮らした１年は、これまでの
１年と価値が違います。これからの１
年もこの１年のように積み重ねていけ
たら、そう思っています。

12月には、障害者フライングディス
ク協会から講師をお招きし、愛媛県障
がい者スポーツ協会のご協力のもと、
障がい者スポーツ（フライングディス
ク）体験会を開催いたしました。チラ
シの折り込みや放送はしませんでした
が、学生が習い事や部活の帰りに飛び
入り参加してくれたり、ご近所の方の

参加があったりと、いろいろな方がク
チコミで集まってくれたおかげで、賑
やかで楽しい体験会となりました。今
回のフライングディスクのような、レ
クリエーションの要素も含む新しい分
野のスポーツ＝ニュースポーツは子ど
もでも高齢者でも、車いすでも障がい
があっても、何の境目や区別もなく、
同じことを一緒にできるツールとなり
ます。ニュースポーツ、これから注目
してほしい分野です。

最後に、３月に教育委員会とのコラ
ボ企画「あい♡あいフェスタ」の開催
が決定しました。町内の様々な団体に
ご協力いただいて開催する、今までに
ない新たな試みです。詳細は後日チラ
シ等で情報発信いたしますのでぜひご
覧いただき、当日会場に足を運んでい
ただきたいと思います。

フライングディスクに
チャレンジする参加者

積善山から上島諸島と魚島群
島を望む

ふるさと
上島学への招待
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LETTERS FROM SCHOOL

地域力創造アドバイザーとの座
談会を実施

12月３日（土）、本校で総務省
地域力創造アドバイザー藤岡慎
二先生との座談会を実施し、生
徒会役員11名が参加しました。
全国の様々な高校魅力化プロ
ジェクトについて聴き、弓削高
生として地域活性化のために何
ができるか真剣に考えることが
できました。大変貴重な経験と
なりました。

愛媛県高校１年生バドミントン
大会で女子Ｂダブルス準優勝

12月10日（土）、第33回愛媛県
高校１年生バドミントン大会が
愛媛県総合運動公園体育館で開
催され、女子Ｂクラスのシング
ルスでベスト16、ダブルスで準
優勝しました。両方入賞した１
年生の村上凜花さんは「この結
果に満足せず、更に成長するた
めに、これからも一日一日の練
習を大切にしていきたいです」
と話していました。

 
文書デザインコンテスト佳作受賞

文部科学省後援第７回文書デ
ザインコンテストに出品し、１
年生の黒田結愛さんが佳作を受
賞しました。『弓削大橋～ゆめ
しま海道～』という題でポス
ターを作成しました。「取り組
んでいるうちに地域の素晴らし
さを知ることができました。今
回学んだことを様々なことに生
かしていきたいと思います。」
と話していました。

第38回四国地区高等専門学校
総合文化祭に参加

12月10日・11日、高松市の高
松テルサと香川高専（高松キャ
ンパス）において四国地区高等
専門学校総合文化祭が開催さ
れ、本校から教職員及び学生あ
わせて77人が参加しました。

四国地区の５高専６キャンパ
スの学生が集い、日頃のクラブ
活動で創作した絵画や書道、プ
ログラミングの展示など35種目
について、互いに披露・発表し
ました。学生達は他高専の学生
との交流を通じて貴重な体験が
でき、会場は楽しい雰囲気に包
まれました。

閉会式では、７部門の表彰が
あり、本校の情報工学科５年田

頭若菜さんが、絵画で見事佳作
を受賞しました。

 

タイとモンゴルより教員・学生
が本校へ短期留学

11月１日～ 12日までタイ王
国ナコンパノム大学より教員１
名・短期留学生４名が、11月２
日～ 11日までモンゴル科学技
術大学より教員２名・短期留学
生４名が来校し、本校で短期留
学を行いました。

この国際交流は、本校とナコ
ンパノム大学並びにモンゴル科
学技術大学との国際交流協定に
基づき、学生支援機構（JASSO）
の支援により実現しました。

滞在中は本校の電子機械工学
科、情報工学科の研究室におい
て、共同研究プロジェクトに取
り組み、商船祭ではお国料理紹
介を行いました。

また尾道、福山、神戸方面へ
の研修旅行を通じて本校との交
流を深めることができました。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/
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